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七
宝
焼
（
し
っ
ぽ
う
や
き
）
教
室

マ
ー
ブ
ル
ア
ー
ト
教
室

毎
日
の
食
事
や
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
な

ど
、
お
も
て
な
し
の
空
間
を
彩
り
華
や
か
に

す
る「
テ
ー
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
」を

体
験
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
／
６
月
25
日
、
７
月
23
日
、
８
月
27

日
、
９
月
24
日（
毎
月
第
4
火
曜
日
全
4

回
）10
時
～
12
時

●
場
所
／
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●
講
師
／
大
石
孝
子
氏（
い
け
ば
な
龍
生
派

家
元
教
授

大
石
星
華
）

●
受
講
料
／
花
代
１
２
０
０
円（
毎
回
）

●
持
ち
物
／
花
ば
さ
み
、
ク
ラ
フ
ト
は
さ
み
、

新
聞
紙

●
定
員
／
10
人

●
申
込
期
間
／
6
月
3
日
㈪
～
18
日
㈫

●
問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

SEMBOKU CITY

　　　LIBRARY図書館 情 報 局

とことこ

タイム 6月

　　新着図書を紹介します
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受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
日
９
時
か
ら

17
時
ま
で
各
講
座
担
当
の
公
民
館
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

公
民
館
講
座
受
講
者
募
集

山
野
草
の
寄
せ
植
え
教
室

季
節
の
山
野
草
で
か
わ
い
ら
し
い「
寄
せ

植
え
」を
作
り
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
／
6
月
19
日
㈬  

13
時
30
分
～
15
時

30
分

●
場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●
講
師
／
戸
澤
徳
昭
氏

●
受
講
料
／
資
材
＋
山
野
草
容
器
１
５
０
０

円（
資
材
不
要
の
方
は
１
０
０
０
円
）

●
持
ち
物
／
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
エ
プ
ロ
ン
、
薄

い
ゴ
ム
手
袋

●
定
員
／
10
人

●
申
込
期
間
／
6
月
3
日
㈪
～
6
月
14
日
㈮

●
問
合
せ
／
中
央
公
民
館

金
属
と
ガ
ラ
ス
の
合
体
工
芸「
七
宝
焼
」。

い
つ
ま
で
も
色
あ
せ
な
い
七
宝
焼
の
魅
力
を

体
験
し
、
世
界
に
一
つ
だ
け
し
か
な
い
作
品

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
／
６
月
28
日
㈮

13
時
30
分
～
16
時

●
場
所
／
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

広
い
世
代
に
人
気
の「
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

ギ
タ
ー
」を
始
め
ま
せ
ん
か
。
コ
ー
ド
の
押
さ

え
方
や
弾
き
方
の
基
礎
を
丁
寧
に
指
導
し
ま

す
。
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
の
名
曲
や
Ｊ—

Ｐ
Ｏ
Ｐ

を
弾
け
た
ら
楽
し
い
で
す
ね
。
教
室
終
了
後
に

は
、
希
望
者
で
サ
ー
ク
ル
と
し
て
練
習
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
①
６
月
24
日
㈪
、
②
６
月
25
日
㈫
、

③
６
月
26
日
㈬

18
時
30
分
～
19
時
30
分

（
全
3
回
）

●
場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●
講
師
／
山
手
昌
行
氏（
ソ
ロ
ギ
タ
リ
ス
ト
）

●
受
講
料
／
８
０
０
円
×
3
回

●
持
ち
物
／
ギ
タ
ー
、
筆
記
用
具

※
先
着
で
ギ
タ
ー
貸
出
可
能・
エ
レ
キ
ギ

タ
ー
Ｏ
Ｋ

●
定
員
／
10
人

●
申
込
期
間
／
6
月
3
日
㈪
～
21
日
㈮

●
問
合
せ
／
中
央
公
民
館

ビ
ー
玉
と
ワ
イ
ヤ
ー
で
作
る
盛
岡
発
祥
の

「
マ
ー
ブ
ル
ア
ー
ト
」。
今
回
は
、
お
部
屋
の

イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
も
使
え
る
リ
ー
ス
を
作

り
ま
す
。

●
日
時
／
６
月
27
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時

30
分

●
場
所
／
武
家
屋
敷
小
野
崎
家

●
講
師
／
秋
山
多
賀
江
氏（
ア
ト
リ
エ

cielo.

）

●
受
講
料
／
２
０
０
０
円（
材
料
代
）

●
持
ち
物
／
手
元
作
業
が
多
い
た
め
必
要
な

方
は
眼
鏡
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

●
定
員
／
10
人

●
申
込
期
間
／
6
月
3
日
㈪
～
定
員
で
終
了

●
問
合
せ
／
角
館
公
民
館

●
講
師
／
藤
岡
ト
ミ
子
氏

●
受
講
料
／
８
０
０
円

●
定
員
／
10
人

●
申
込
期
間
／
6
月
3
日
㈪
～
14
日
㈮

●
問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
基
礎
編
）

テ
ー
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
教
室

【作 品 例】

生
涯

学
び

ふ
れ
あ
い

心
豊
か
に学

習

生涯学習課　 ☎43-3383

中央公民館　 ☎43-3535

田沢湖公民館 ☎43-1061

角館公民館　 ☎54-1110

田沢湖図書館 ☎43-1307

　お子さんと一緒に利用できる、
泣いても笑ってもいい時間です。

9:00 ～ 12:00
1日 ㈯▼

新着図書を紹介します
▶それは令和のことでした、《歌野晶午》▶川崎警察真夏闇《香
納諒一》▶ゆうびんの父《門井慶喜》▶終活シェアハウス《御
木本あかり》▶暮らしと生き方の、読書案内。《マガジンハウス》
▶はじめての極小ガーデニング《谷川文江》▶ゼロから始める
鮎の友釣り入門《電波社》▶手紙の楽しみ《堤信子監修》▶砂
糖なしおやつ《山田奈美》▶ひき石と２４丁のとうふ《大西暢夫》
▶スナックこども《令丈ヒロ子》▶ねずくんとパパのおるすば
ん《とねさとえ》
●このほかたくさんの新刊が入っています。

テ
ー
マ
展
示

昭和 51年 8月に新潮社より出版された高井有一著『夢の碑（いしぶみ）』
は、高井有一の祖父田口掬汀を主人公に同時代を生きた画家平福百穂、新
潮社創設者の佐藤義亮をモデルに、明治の人の新しい時代への野心と青春
の軌跡を描いています。今回の展示では高井有一の自筆原稿と『夢の碑』
に描かれた三氏の資料を中心に展示します。

15日 ㈯▼

▶ジャーナリストの条件―時代を超える 10 の原則―《ビル・コ
バッチ／著、トム・ローゼンスティール／著、澤康臣／訳》▶同
盟の地政学―「5 つの死角」を問い直す―《泰明／著》▶国家の命
運は金融にあり　高橋是清の生涯　上・下《板谷敏彦／著》▶逃
げても、逃げてもシェイクスピア―翻訳家・松岡和子の仕事―《草
生亜紀子／著》▶荘迎賓館最後の夜《多聞／著》▶赤い星々は沈
まない《月吹文香／著》▶決定版　世界の喜劇人《小林信彦／著》
●新潮文庫新刊も多数寄贈されています。

さ
ま
よ
え
る
神
剣

《
玉
岡
か
お
る
／
著

新
潮
社
》

おはなしかい　うさぎのみみ

10:00～6月1日 ㈯
・どうぶつのお話しをします
・エプロンシアター
　「ブレーメンのおんがくたい」
・おりがみでカエルを作りましょう

会期：6 月 30 日㈰まで

高井有一　夢の碑の周辺展

梅雨の楽しみ方を紹介します！

ハ
ル
ビ
ン
《
キ
ム
・
フ
ン
／
著
、

蓮
池
薫
／
訳

新
潮
社
》

8日 ㈯▼

【作 品 例】

いつまでも　かっこよく

二
人
目
の
私
が
夜
歩
く

《
辻
堂
ゆ
め
》

　としょかん手づくり教室　マクラメ編み

　　「梅雨を楽しもう」

「　「ステキな　お父さんに…。」

6月の
休館日

3日月 10日 月 17日月 24日月

25日火 ～ 7月 1日月（蔵書点検休館）

6月の
休館日 3 日月 10日月 17日月 24日月

学習資料館 ☎43-3333

イベント交流館
（新潮社記念文学館） ☎43-3333

22日 ㈯▼
資料としての役目を終えた雑誌を田沢湖図書館の入り口に置
きます。期間は 6月 4日から 23日まで、必要な方はお持ち
帰りください。 おはなし玉手箱

※入場無料
日時／ 6月 15日㈯　10時～
場所／田沢湖図書館 1階

大
谷
翔
平
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
物
語

《
シ
ェ
レ
ル
・
キ
ム
》

「　「男女共同参画」

★コードで花モチーフのストラップを
作ります。一緒に編んでみませんか？
・日時／ 6月 14日㈮ 9：30～
・場所／仙北市民会館ロビー
・材料費／ 500円
・定員／ 10人
・申込期限／ 6月 12日㈬
※定員になり次第締切

6月の
休館日

3 日月 10日月 17日月 24日月

30 日日整理休館日

図書館からのお知らせ

【作 品 例】




